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9３

バスケットボールにおけるスクリーンプレーの

習熟過程と注視点の変容

石村宇佐一・野田政弘＊・青木隆*＊

ChangeoftheMasteryProcessamltheSteatly

GazingPointofScreenPlayinBasketball

UsaichilSHIMURA・ＭａｓａｈｉｒｏＮＯＤＡ＊・TakashiＡＯＫＩ*＊

Abstract

Thepurposeofthisstudywastoexaminationthescreen-playwhichwasthefundamental

techniqueofbasketball,howthetechnicaldevelopmentandthesteadygazingsystemhowbeen
changed

As20collegestudents（l8-21year-old）weresubjectsoftheexamination・Making4
studentsasonegroup,ａｎｄletthempracticethescreen-play・Theirpracticewasshowedand

bymeansofthecamera-eye-combinatesystem,theirthesteadygazingpointandtheprocess
ofthesteadygazingwereexaminedTheresultswereasfollＣＷＳ、

1)Inexperiencedsubjectsshowedthatwiththedevelopmentofpracticetheirnumberofthe

steadygazingwasincreasedAndeachgroupshowedthaｔｔｈｅｔｏｔａｌｎｕｍｂｅｒｏｆｔｈｅｓｔｅａｄｙ
ｇａｚｉngfrequensywassignificanceincreased

2)Atthebeginningofpractice,theireyesconcentratedtothemselvesandballs,theirthesteady
gazingtootherplaｙｅｒｓｗｅｒｅｆｅｗｅｒｉｎｒａｔｉｏＷｈｅｎｔｈｅｙｒｅachedthecut-awayofscreen

-play,theirattentiontoballsandthemselvesbecamedicreased,andtheirthesteadygazing
andattentionweredistributedtootherplayersequally

3)Theeye-motionofinexperiencedsubjectstowatchthescreen-playwasdiceasedinnumber

andthesteadygazingspunwaslonger・Asaresult,seemstobeimpliedthatatthepractical
processplayedbyinexperiencedsubjectstheremustbesomespecialphenomenontobe
foundout．

昭和63年９月16日受理

、仁愛女子短期大学

.､金沢大学大学院教育学研究科修士課程保健体育専攻
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方目 的 法

状況を判断するという行為は，外界から必要

な情報を集め，分類し，蓄え，使用するといっ

た知覚，認知行動の第一歩である。スポーツ場

面のスキル遂行においても，受容器から刺激を

入力し，変換器で中枢処理し効果器を用いて出

力するという過程を繰り返している。この入力

部分で大きな役割を示すのが視覚である。

知覚成立の基礎として，苧阪（1973）は眼球

運動と形態知覚の関係を詳しく述べている。ま

た，池田（1982）は，視野がパターン認識に及

ぼす影響を眼球運動と関連きせ動的有効視野と

視覚情報処理について興味ある知見を報告して

いる。このように眼球運動を指標に知覚認知及

び制御等を追求する方法は心理学のみならず人

間工学やスポーツなどの分野で用いられている

（河辺,１９８０；須見,１９７２；吉田，田中，1979)。

これまでスポーツ選手の知覚，認知機能の特性

を明らかにするために,柔道(松本,手塚,1972)，

剣道(安藤，大島1967）ソフトボール(吉野，

1971)，舞踊（松本，1980)，バスケットボール

（鯛谷，笠井，1969,水田，大木，1970)，など

の研究が報告されてきた。これらの報告では，

スポーツ選手の熟練者と未熟練者に研究の視点

がおかれ，熟練者と未熟練者の注視様式が分析

されている。つまり，スポーツ選手の祝知覚特

性に対する研究の多くは，各競技の熟練者と未

熟練者の注視様式に焦点が当てられており，運

動学習の基礎となる技術の習熟過程と視知覚の

関係については十分に検討されていないように

思われる。

本研究の目的は，バスケットボールの未熟練

者を対象にし，スクリーンプレーの基本技術を

運動課題として，アイカメラ座標解析システム

を用いてその技術習熟過程と練習場面を観察す

る被検者の注視様式を定量的に検討することで

ある。

１被検者

被検者は，金沢大学の学生(18-21歳)である。

バスケットボールのスクリーンプレーを組織的

に訓練したことのない教育学部体育科学生16名

（未熟練者）と，スクリーンプレーを組織的に

４年以上訓練した男子バスケットボール部員４

名（熟練者）を選んだ。熟練者に対する実験は，

すでに技術を習得した者に，未熟練者と同様の

実験を行った場合の実例を示すためのものであ

り，未熟練者との差異を求めるものではない。

表１に，各被検者の中学校，高等学校，大学

在学中に所属した運動歴を示した。

表１被検者の特徴

中学高校大学性別

野球

陸上

サッカー

陸上

野球

陸上

サッカー

陸上

男
男
男
女

野球

サッカー

サッカー

バスケッ

トボール

Ｓ１

ＯａＳ２

群Ｓ３

未 Ｓ４

野球

陸上

サッカー

陸上

野球

陸上

サッカー

陸上

野球

陸上

サッカー

陸上

男
男
男
女

Ｓ５

ｏｂＳ６

熟群Ｓ７
Ｓ８

野球

陸上

サッカー

陸上

球野球

庭陸上

球サッカー

上陸上

男
男
男
女

野
軟
卓
陸

Ｓ９

練ＤａＳ１０
群Ｓ１１

Ｓ１２

野球

陸上

サッカー

陸上

男
男
男
女

野球

陸上

サッカー

卓球

野球

陸上

サッカー

卓球

者､b霊
群Ｓ１５

Ｓ１６

バスヶッ

トポール

バスヶッ

トポール

バズケッ

トポール

バスヶッ

トポール

バスケッ

トボール

バスケッ

トボール

バスケッ

トボール

バスケッ

トボール

ツ
ル
球
ツ
ル
ッ
ル

ケ
｜

ケ
ー
ケ
｜

ス
ポ

ス
ポ
ス
ボ

バ
ト
野
バ
ト
バ
ト

庁
Ｉ
（
５
ｑ
〉
ｎ
Ｕ

司
上
で
１
『
１
Ｏ
』

（
、
〔
、
（
ロ
〔
う

ａ
司
り
ａ
Ｕ
Ｄ

Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｄ

熟
練
者

男
男
男
男

２運動課題

実施した運動課題であるスクリーンプレーの

指導過程については,表２に示すとおりである。

練習場面での被検者の配置は，図１に示した。
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表２ スクリーンプレーの指導過程
３指標の提示

ビデオカメラで被検者が自ら行ったスクリー

ンプレー場面10回を録画し，この録画場面を観

察画面として提示した。

４注視点の記録

被検者にはビデコンアイカメラ（Ｔ社製ＴＫ

－４型)を装着し，「自然な状態で自由にみて下

さい｡」という教示を与え，モニターテレビに映

し出された自分の練習したスクリーンプレー場

面と注視点の混合画像を他のＶＴＲに記録し

た。（三浦，１９７９；渡部，1966ａ；1966ｂ；中溝，

1973）図２に測定の模式図を示す。

攻撃（Ｏａ 攻撃（Ob）

Stepｌ全く指導をしない。

Step２進行方向に逆にフェイ
ントし，スクリーナー
にブラッシングする。

全く指導をしない。

Ｏａの進行方向と直角
になるように位置をと
り，膝を曲げ腰を落と
して，しっかりスク
リーンをする。

スクリーン後，リア
ターンをしてカットア
ウエープレーを予測す
る。ポールから目を離
さないようにし，ハン
ドターゲットを示し
て，いつでもパスを受
けるようにする。

ディフェンスの動きに
対応して，スクリーン
からカットアウエープ
レーへの動作をスムー
ズにする。

Step３ Ｏｂへのカットアウ
エープレーも狙う。Ｏｂ
へのパスは，スクリー
ンが，セットした直後
に狙うと通りやすい。
バウンズパスを行わせ
る。

Step４シュートするか，Ｏｂ
にパスをするかを，
ディフェンスの動きに
対応して的確に判断す
る。Ｏｂへのパスは，
シュートにつながるよ
うにする。

防御（Da） 防御（Db）

全く指導をしない。

ファイトオーバーディ
フェンスを行うように
する。

Stepl

Step2

全く指導をしない。

ファイトオーバーディ
フェンスを行う。Ｄａ
がスクリーンにかから
なかったらＯａの動き
を止めるようにする。

スライドディフェンス
を行う時には，Ｄａが
通りやすいように走路
をあけ，Ｄａが通った
あとは，素早く間をつ
めるようにする。

スイッチディフェンス
を行うときには，Ｏａ
にショット・パスを簡
単にされないようにす
る。Ｏａとコミュニケー
ションをとり確認して
から行う。

國

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

餌
Ⅲ
Ⅱ

⑭
Step３ファイトオーバーディ

フェンスができないと
判断した時は，スライ
ドディフェンスを行
う。

図２眼球運動測定の模式図

ファイトオーバーディ
フェンスができないと
判断したときは，ス
イッチディフェンスを
行う。スイッチディ
フェンスを行うときに
Ｄｂとコミュニケー

ションをとり確認す
る。Ｏｂへのカットア
ウエーパスを簡単に渡
たさないようにする。

Step４

５分析方法

スクリーン場面と注視点の混合画像を再生し

て，攻撃者は，ポールを保持しドリブルを行う

（Ｏａ）と，Ｏａのスクリーナー（Ｏｂ)，防御者

は，Ｏａの防御をする(Da）と，Ｏｂの防御をす

る（Ｄｂ）の４群に分けて，それぞれの注視回

数を求めた。なお，本研究で統計処理（岩原，

1957）に用いた有意水準は５％とした。Ｏａ

,▲ Ｄａ

結 果
『

０

タ

げ

.｡合 表３は，未熟練者のうち攻撃するボール保持

者（Oa)，ポール保持者にスクリーンをかける

（Ob)，ボール保持者を防御する(Ｄａ)，及びス

クリーナーを防御する（Db）の４群に大別し，

各群の注視点頻度，平均値，及び標準偏差を示

したものである。

表４は，Ｏａ群,Ｏｂ群,Ｄａ群,Ｄｂ群の４群間

における注視頻度について，各段階ごとにＨテ

Ｄｂ
０

０
夕

、〃
ｐ

ｂｑｂｏｂ●●ﾛロワヴウ

図１被検者の配置
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表３各段階における総注視頻度と標準偏差

Stepl Step２ Step３ Step４

Ｔ
川
川
皿
川

Ｍ

48.5

55.0

55.5

55.8

ＳＤ、

７．０

１０．０

６．７

５．６

Ｔ
川
棚
川
加

Ｍ

6７．５

６２．０

６５．６

６０．５

ＳＤ、

４．９

４．２

２．９

４．７

Ｔ
皿
川
川
棚

Ｍ

80.3

77.3

75.0

77.3

ＳＤ、

４．９

８．４

１．７

５．３

Ｔ
測
獅
棚
測

Ｍ

8７．３

８８．８

８５．６

８６．８

Ｄ
６
５
２
０

●

Ｓ
４
４
２
２

ＧｒｏｕｐＯａ

ＧｒｏｕｐＯｂ

ＧｒｏｕｐＤａ

ＧｒｏｕｐＤｂ

ストをもちいて検定した結果を示している。こ

の結果から，さらに有意な差異が認められた群

間について，２群間の検定Ｕテストを行ない結果

を示したものが表４である。４群間の注視頻度

について有意な差異が認められたのは，第１段

階のＤａへの注視だけであり，他の段階の各群

の注視対象では有意な差異は認められなかっ

た。総注視頻度についても，４群で有意な差異

Ｏｂ群Ｏａ群

(％）

1０００

（％）

1００5００ ５０

7.7､２

剛ｌｌｌｌＩｌｌ'舅@Ｍ目第一段階

､３

Ⅲ蕊一第二段階 ４８．９５．２１７．０

３３．３２０．４２８．２３３．３２１．２Ｍ第三段階

第四段階 ２８．５２０．６２８．７29.823.526.9

Ｄｂ群Ｄａ群 8.110.45.0

5Ｍ筐第一段階

､０

肌’'|'屋`Ｍ零国第二段階

36.322.ｑ２５．０ ３５．３２１．７４．３第三段階

30.024.524.5２９．２２４．２２５．４第四段階

ＯａＤａＯｂＤｂＯａＤａＯｂＤｂ

図３運動学習段階と注視頻数の割合

D△〃，□
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が認められた段階はなかった。２群間の注視頻

度について有意な差異が認められたのは，Ｏａ

－Ｄｂ群間，Ｏｂ－Ｄｂ群間，Ｄａ－Ｄｂ群間であ

る。

図３に，被検者が自分たちが行なっているス

クリーンプレー場面でどのプレーヤーを注視し

ているかという注視頻度の割合を示した。

Ｏａ群はポール保持者である自分を第１段階

で67.5％の注視頻度を示している。第２段階

以後は他のプレーヤーＤａＯａ，Ｏｂへの注視頻

度の割合が増加する傾向がみられ，最後の第４

段階ではＯａ,Ｏｂ,Ｄａ,Ｄｂの各プレーヤーにほ

ぼ同じ割合で注視頻度がみられた。

Ｏｂ群は第１段階では，ボール保持者(Ob)と

スクリーナーである自分（Ob）への注視頻度が

58.6％と22.2％とで全体の80％を越えている。

表４４群間における注視頻度の検定（Ｈテスト）

SｔｅｐｌＳｔｅｐ２Ｓｔｅｐ３Ｓｔｅｐ４

GroupＯａ

ＧｒｏｕｐＯｂ

ＧｒｏｕｐＤａ

ＧｒｏｕｐＤｂ

Ｔｏｔａｌ

＊

＊ｐ＜０．０５

表５２群間における注視頻度の検定(Ｕテスト）

Ｏａ－ＯｂＯａ－ＤａＯａ－ＤｂＯｂ－ＤａＯｂ－ＤｂＤａ－Ｄｂ

Stepl ＊ ＊＊

＊ｐ＜０．０５

ＡＤＯＲＥＳＳ：１，３３ＡＲＥＡ：１，１－５８ＦエＹｍＧＳＣＡＮ８１０（８８／１０／２９１２：２７：２３）

ｉ ｉ
￣￣￣￣

￣

（ＳＵＢ、１３）

ＡＤＯＲＥＳＳ８１５，７０ＡＲＥＡ：１，１－５８．７２ＦＬＹＩＮＧＳＣＡＮｌ６（８６／１１／２８１５：１９：１９）

（ＳＵＢ、１）

図４スクリーンプレーを見た時の眼球運動の走路図
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する傾向を示した。このように注視頻度が増加

するということは，収集した視覚情報も増加す

ることを示しており，スクリーンプレーの繰り

返し練習をすることにより，自分の行動と相手

の予測を可能にしたためと推測される。

次に，各群の注視対象の割合の比較を行なう

と，攻撃であれ，防御であれ第１にボール保持

者に注意が向けられ，第２にどのプレーヤーも

自分に注視している。

それから第３にボールの保持者と自分以外の

プレーヤーに視線が向けられているのが認めら

れる。すなわちスクリーンプレーの初期学習に

おいてもポール保持者と自分の関係でプレーを

組み立てており，また各群間における注視の割

合においてもボール保持者と自分に視線が向け

られていることがわかる。バスケットボールに

おける視覚系の果たす機能の重要性について

は，吉井（1977）が強調している。バスケット

ボールのプレーは，その瞬間に見るべき点，見

るべき順序，見るべき焦点の移動の速さ，範囲

を分析することが必要であり，これは今後の研

究課題である。スクリーンプレーの学習がカッ

ト・アウェイの練習段階まで進むと対象に対す

る注視も明らかに均等に分布している。

本研究に用いた注視点分析法は技術の習熟過

程の問題に対する新しい方法であり，これによ

り得られた知見をもとに，運動学習に対する認

識深化の機構につきさらに詳細な検討を加えて

いくつもりである。

第２段階以後はボール保持者への注視頻度が減

少して,ＯａとＯｂへの注視が増加し，第４段階で

はどのプレーヤーへも20％を越えて注視してい

る。

Ｄａ群は第１段階において，Ｏａと自分である

Ｄａへの注視頻度が全体の84.7％を占めてい

る。しかし，第４段階になると自分やボールば

かりでなく他のプレーヤーにも20％以上の注視

頻度を示した。Ｄｂ群は自分とボールへの注視

は全体の75.8％を示している。第２段階以後に

ついては他群の傾向とは異なりＯａへの注視頻

度は増加している。第３，４段階以後は他群と

同様な傾向がみられた。

図４は，各１回ごとのプレーを注視する視線

の軌跡分析の例である。

被検者は同じではないが２人とも野球部員で

あり，経験年数は同じであった。

第１段階の１回目の視線の軌跡についての分

布をみると，被検者の対象に対する注視は視線

停留時間は長く，ボールを注視しているかのよ

うに見える。

これに対して，第４段階に１回目の視線の軌

跡をみると弘視線停留時間は短く，ポールへの

注視は減少し，他の対象へと視線を移している

のが分かる。

考 察

MackworthとMorandi(1967)は情報に関す

る評定と注視頻度との間には極めて高い相関を

持つと報告している。スキル水準の高い者ほど

ゲームの状況判断能力が高いということは，調

枝（1967)，中川（1984a，1984b)，海野，杉原

（1981）によって報告されている。本研究での

総注視頻度の結果をみると，４群すべての段階

で総注視頻度に有意な差が認められ，総注視頻

度が各段階ともに増加している。未熟練者の注

視頻度は，練習の初期段階では対象への注視の

停留が長くそれだけ注視は少なくなるが，練習

が進むにつれて停留が短くなり注視頻度が増加

要 約

本研究の目的は，大学生（18-21歳）２０名を

対象として，バスケットボールの基本技術であ

るスクリーンプレーを運動課題とし，その技術

習熟過程と注視様式がどの様に変容していくか

を検討した。被検者は４人１組としてスクリー

ンプレーをおこなわせその録画画面を提示画面

として，アイカメラをもちいて注視点及び注視

の軌跡を検出した。
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主な結果は以下の通りである。

１)，未熟練者は課題の習熟とともに，固視の回

数は多くなり各群とも練習段階における注視頻

度の総和は有意に増加している。総注視頻度が

増加するということは，取り入れる情報量とも

関係していることが推察される。

２），練習の初期段階は，視線はボールと自分に

集まっており,他のプレーヤーへの走査の割合は

少なく，スクリーンプレーのカット・アウェイ

の指導がなされるにつれて，ボールと自分への

注視は減少し，視線は他の対象にほぼ均等に分

布された。

３),スクリーンプレーを注視しているときの未

熟練者の眼球運動は，練習の初期段階では眼球

の移動距離が少なく固視時間も長いが，最終段

階では走査路が多く固視点も多いという傾向が

認められた。このことは未熟練者の技術習熟の

過程で走査の仕方になんらかの特徴があること

を示唆している。
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